
売 買 契 約 書 

 

 

１．件 名   Ｘ線平面検出器出力読取式デジタルラジオグラフ購入 

 

２．規 格 等   別紙「仕様書」のとおり 

 

３．契約金額   金         円 

（うち消費税及び地方消費税の額 金     円） 

 

４．納入場所   山武市成東 167 番地 地方独立行政法人さんむ医療センター 

 

５．納入期限   令和 5 年 3 月 31 日まで 

 

６．契約保証金   免除 

 

上記物件の売買について、発注者と受注者とは、別記の条項により契約を締結し、

信義に従って誠実にこれを履行するものとする。 

この契約の締結の証として本書２通を作成し、当事者記名押印の上、各自１通を

保有する。 

 

 

令和 年 月 日 

 

 

発注者  千葉県山武市成東 167番地 

地方独立行政法人さんむ医療センター 

理 事 長  坂 本 昭 雄   ○印  

 

 

受注者   

 

     ○印  

 

 

 

 

 

 

（案） 



 

（物件の納入） 

第１条  受注者は、頭書の物件を発注者の指図により、納入場所に納入期限内に納入

しなければならない。 

２ 受注者は、物件を納入したときは、その旨を通知しなければならない。 

（物件の検査） 

第２条  発注者は、前条第２項の通知を受けたときは、その日から 14 日以内に納入

物件の検査を行うものとする。この場合において、受注者は、当該検査に要する一

切の費用を負担する。 

２ 物件検査の結果、物件の全部又は一部が不良であるときは、受注者は、発注者の

指定する期日までに、約定どおりの物件を納入しなければならない。 

３ 前条第２項及び本条第１項の定めは、前項の場合に準用する。 

（物品の引渡し） 

第３条 受注者は、物件が前条第１項（同条第３項において準用する場合を含む。以

下同じ。）の検査（以下「検査」という。）に合格したときは、遅滞なく物件を引渡

さなければならない。 

（所有権の移転） 

第４条 当該物件を引渡したときに物件の所有権は、発注者に移転するものとする。 

（代金の支払い） 

第５条 受注者は、物件を発注者に引渡した後に売買代金の支払請求書を発注者に提

出するものとする。 

２ 発注者は、前項の定めにより受注者の提出する適法な支払請求書を受理した日の

翌々翌月末までに受注者が指定する受注者の銀行口座に代金を振り込むものとする。 

３ 発注者は、その責めに帰すべき理由により、前項の期間内に売買代金を支払わな

いときは、その支払期限の翌日から支払い日までの日数に応じ、当該未払額につき、

年2.5パーセントの割合で計算して得た額の遅延利息を受注者に支払うものとする。 

（納期の延期） 

第６条 天災地変等やむを得ない理由により納入期限内又は第２条第２項に定める発

注者の指定する期間（以下「納期」という。）の延長を必要とするときは、あらかじ

め詳細な理由を付した書面を提出して発注者の承認を受けなければならない。 

（違約金） 

第７条 受注者は、受注者の帰する理由により、納入期限（前条の定めによる承認を

受けたときは、当該承認に係る期日。以下同じ。）内に物件を納入しない場合は、発

注者に対して違約金を支払うものとする。 

２ 前項の違約金の額は、納入期限の翌日から納入の日までの日数に応じ、当該遅滞

に係る物件の売買代金に対し、１日につき 1,000 分の１を乗じて得た額とする。 

３ 前項の違約金の債務は、発注者に支払い金の債務があるときは、これを相殺する

ものとする。 

 

 



（危険担保） 

第８条 第４条による所有権の移転前に生じた物件の亡失、き損等の損害は、全て受

注者の負担とする。 

（担保責任） 

第９条 発注者は、検査のうえ物件の引渡しが終了した後でも瑕疵があることを発見

したときは、受注者に対して相当の期日を定めて無償修理又は取替納入をさせるこ

とができるものとする。 

２ 前項によって、無償修理又は取替納入させることができる期間は、第３条による

物件の引渡しを終了した日から１か年とする。 

３ 受注者が、第１項による発注者の定めた期日までに無償修理又は取替納入をしな

いときは、発注者は受注者の負担において第三者にこれをさせることができるもの

とする。 

（解 除） 

第 10条 受注者がこの契約に定める義務を履行しないときは、発注者は、この契約を

解除することができるものとする。 

２ 受注者は、前項の定める解除権を行使されたことにより損害を受けた場合におい

ても、発注者に対してその補償を請求することができないものとする。 

（損害賠償） 

第 11条 受注者は、この契約に定める義務を履行しないために発注者に損害を与えた

ときは、その損害に相当する金額を損害賠償として発注者に支払わなければならな

い。 

（権利義務の譲渡等の禁止） 

第 12条 受注者は、この契約から生ずる権利義務を第三者に譲渡し、又は担保に供す

ることができない。ただし、あらかじめ管理者の承認を受けた場合は、この限りで

ない。 

（費用の負担） 

第 13条 この契約の締結に要する費用及び物件納入に要する費用は、受注者の負担と

する。 

（協 議） 

第 14条 この契約書に定めのない事項については、必要に応じて発注者受注者協議の

上、これを定めるものとする。 

 

  


